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This paper points out the fact that the leakage reactance of the receiving end trans-
former in the power transmission doesn't cause the Ferranti phenomena and that it contri-
butes to the keeping of the constant voltage of the system under load condition. It also 
shows the desirable situation in which the three-winding transfomer is connected with the 
receiving end and the reducible possibility of the rotart condenser capacity. 
On the other hand， the self excitation of the synchronous machine is basically similar 
with Ferranti phenomena. It's indicated that the phenomena and the self excitation can be 
regarded as a common phenomenon. 
Furthermore， the value of the synchronous reactance seems to be estimated bigger than 
the actual one， for the exitence of Ferranti phenomena isn't always ignored inside the 
synchronous machine itself 
Lastly， there are two types of management in each of Ferranti phenomena and the self 






















この異常高電圧というのは，送受電両端聞の誘導リアクタンス jxに進相電流 j1c (受電端電圧基
準)が流れることによって，その誘導リアクタンス部分に生ずる電圧降下 ，Nが



















Ex二 ERco昌hr(O-x) + Z"，IRsinhr(s -x) 














z 十 jωL 













g =0 r三 o• 上式にて，無損失線路
は実数化し周波数にも無関係の波動抵抗と
呼びうるものにまる。
さらに，無負荷 IR三 Oでは，式 (1)は
Ex二 ERcossU-x) 
Ix = j/f ER sins( C ~ x) 
ExとERの間，号|いては Es(送電端電圧)と ERの聞には，位相ズレが生ぜず大












苛酷にまってくるが， 図中但)に見るごとく Ex = 











































































































強いて，一次，二次の分離ということに在れば， LI -M， L2 - M という形から割り出すことにま
るが LI， L2 ~>よび M の実測に当って，鉄心の非線形磁化特性のために，電圧波形と電流波形が同


































































































Et 1 1 
7一一二て-tanhre --tanre ミ 1 (4) 





































圧 Enにおpける飽和度内は σE 二 de/五百と 。








ス・ループの面積を大略 目 Eo/五百En竺 Eo/(1十 0.)En 倍程度に縮減できることに在るのである。
まI:>'. 上掲の図 5I:>'よび凶 6の両凶とも，説明の便宜上定量的には誇張された表担にしている。
上述のごとく，無負荷特性曲線が磁化曲線と異まっているとすれば，凶 7のように，無負荷特性の
Et一曲線と短絡特性の 1s一曲線との比と Lて割出されている Et/Is一曲線上の En在る無負荷定




































































の式 (3)にbいて X.二ωL. すまわち，パ五百二
















したがって，分布定数凶路にbけるフェランチ現象では ω瓦友三 π/2. また，集中定数回路に
bける自己励磁現象では ω広sCt三 1で，それぞれ 1!]t/E。→∞という最悪の極値を迎えることに
なり，ここに， π/2 または 1という数個の上での差異を生じていることが窺われる。もし，同期機
内対鉄心静電容量を対象として集中定数で披うとすれば. T形あるいはr形と在り Lsあるいは Ctに












C.s = Cf 全豆長静電容量
集中定数の場合










ZT zs tanh T rs 
一一=一一一ーで一一 z川 tanh一一
2 2 工芸 2 
ZT ・
1十一一 YT 三 O 
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ここで. 1-2 = jrr/2 と置けば coshrs = 0 すまわち，上記は F2=jf2ーとをり，したがって
ω広疋 ω布五二=[2
とをる。
分布定数回路の ωJLxCx =π/2 ER →∞と同時に集中定数回路の ω布五 =ω点王π=
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